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論文内容の要旨

本研究は、環境行動論の立場から、記憶障害や空間見当識障害を有する痴呆性高齢者と建築空間との相互関係によっ

て、定位不可や空間失認として誘発される俳個行動を、転倒などの危険性を含んだ継続的な経路探索と位置づけ、そ

の注視行動分析による視覚探索特性の把握に基づき、痴呆性高齢者にとって安全でわかりやすい建築空間の整備に関

する基礎的知見を得ることを目的としている。

第 l 章では、現在直面している痴呆性高齢者に関する諸問題の中から、建築空間が寄与しうる課題としての日常の

建築空間に内在する安全性とわかりやすさの問題に関する本研究の目的を明らかにし、さらに、痴呆性高齢者や経路

探索に関する建築学的な既往研究を検討することで、本研究の位置づけと意義、および研究手法や分析手法について

の妥当性と有効性についても明らかにしている o

第 2 章では、建築空間における痴呆性高齢者の視覚探索の基本的特性を明らかにするために、空間的に指向性のな

いホール状空間を経て目標地に向かう経路探索歩行実験をアイカメラ法を用いて行い、痴呆性高齢者と知的障害者と

の比較、ならびに健常者との比較により検討している。

第 3 章では、潜在的障害のある建築空間における視覚探索特性を明らかにするために、空間的に指向性のある直線

廊下において、経路上の潜在的障害としての性格をもっ障害物を回避して目標地に向かう経路探索歩行実験を、アイ

カメラ法を用いて行い、痴呆性高齢者と知的障害者との比較、ならびに、健常者との比較を行っている。

第 4 章では、誘導指標のある建築空間における視覚探索特性を明らかにするために、空間的に指向性のある T字分

岐点を持つ直線廊下において、目標地に導くよう連続的もしくは非連続的に配置された抽象的な誘導指標を手掛かり

として目標地に向かう経路探索歩行実験を行い、アイカメラ法を用いて、痴呆性高齢者と健常高齢者との比較、なら

びに、健常青年との比較を行っている o また、痴呆程度別、および痴呆種類別(アルツハイマー型痴呆、脳血管性痴

呆)についてもその視覚探索特性の検討を試みている o

第 5 章は、以上本研究の結果から、痴来性高齢者の視覚探索特性に基づく安全性とわかりやすさに関する建築空間

の整備条件を整理し、 1 )床面ならびに低位置壁面等の低所空間の情報強化、 2 )連続情報の有効性、 3) 明確な情

報提示、 4 )早い段階からの情報提示の 4 条件が重要であることを明らかにし、さらに、今後の研究課題を考察して

いる。
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論文審査の結果の要旨

人口の急激な高齢化に伴う痴呆性高齢者の増加は不可避の趨勢であり、その心身状況に相応しい適切な生活環境の

整備は、当該高齢者のみならず関係者を含む多くの人々の福祉にとって重要な課題の一つであるo

本研究では、痴呆性高齢者に見られる記憶障害や空間見当識障害ならびに潜在的な身体的危険を伴う俳個行動など

に注目し、これらがいずれも外界の空間的環境の情報認知における障害に起因することから、その基底的な側面とし

ての情報注視行動分析による視覚探索特性の把握を実験的に行い、知的障害者・健常青年・健常高齢者との比較のも

とに、建築空間との相互関係を分析して、痴呆性高齢者にとって安全でわかりやすい建築空間の整備に関する基礎的

知見を得ることを目的としている。その主な成果は以下の通りであるo

(1)痴呆性高齢者ならびに精神障害者にアイカメラを装着させて現場における実歩行実験を行う手法の開発を行って

いる。

(2) 痴呆性高齢者の注視走査は、健常者に比して特定の狭域に留まる傾向を示し、ホール状空間のように目標地に到

達するための明確な手がかりとなる視覚情報が得にくい場合、視覚探索が困難となることを見い出している o

(3) 痴呆性高齢者は視覚探索の範囲が狭く限定的であるとともに、著しく床面に偏る傾向があること、小面積の潜在

的障害物への注視が遅れ、見落としが生じやすいことを明らかにしている o

(4) 連続配置された誘導標識は、特に脳血管性痴呆高齢者にとって有効性が高いこと、壁面注視傾向の高い痴呆性高

齢者は床面注視に偏る者よりも自力探索成功度が高いけれども、重度のアルツハイマー型痴呆高齢者は床面に偏

る傾向が高いことから、床面配置情報も欠かせないことを明らかにしているo

(5) 以上の結果に基づき、痴呆性高齢者の視覚探索特性に基づく安全性とわかりやすさに関する建築空間の整備条件

を整理し、空間情報のあり方について、 1 )低所空間の情報強化、 2 )連続的情報の提示、 3 )明確な情報提示、

および 4) 早い段階からの事前情報提示の 4 条件の重要性を示し、さらに、今後の研究課題を考察しているo

以上のように、本研究は、痴呆性高齢者の視覚情報注視行動特性を明らかにし、さらに従来研究の行われてこなかっ

た痴呆の型別の特徴をも検討し、これらに基づいていわゆる健常者に対するものとは異なる建築空間整備指針を提示

しており、建築工学、特に、痴呆性高齢者生活環境整備に関する研究の発展に寄与するところ大である。よって本論

文は博士論文として価値あるものと認める。
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